
匝瑳市飯倉駅市民多目的ホール広告掲出取扱要領 

 

 

（趣旨） 

第１条　この要領は、匝瑳市飯倉駅市民多目的ホール内に掲出する広告の取り扱いに

関し、匝瑳市広告掲載に関する要綱（平成１９年匝瑳市告示第７４号。以下「掲載

要綱」という。）及び匝瑳市広告掲載基準（平成２０年１月１７日市長決裁。以下｢掲

載基準」という。）に規定するもののほか､必要な事項を定めるものとする。 

（広告の種類） 

第２条　飯倉駅市民多目的ホール内に掲出する広告の種類は、次に掲げるものとする。 

(1) 掲示板に貼り付けることが可能なポスター及びビラ 

(2) 箱等に入れて配布するためのチラシ 

（広告の規格及び広告掲出料等） 

第３条　前条の広告の規格及び広告掲出料金は、別表のとおりとする。 

（広告の掲載期間） 

第４条　広告の掲出期間は、各月の１日から末日までの１箇月単位とし、１回の申し

込みにつき、６箇月を最長とする。 

（公告主の募集） 

第５条　広告主の募集は、次に掲げる方法により行うものとする。 

(1) 広報そうさへの掲載 

(2) 匝瑳市ホームページヘの掲載 

(3) 市内循環バス車内への掲載 

２　広告枠に空きが生じたときは、前項各号の方法による募集のほか、民間企業等に

対して広告掲出の案内を行うことができる。 

３　前項の規定により案内を行う民間企業等及び案内の方法は、都市整備課長が決定

する。 

（掲出の申し込み） 

第６条　広告の掲出を希望する者（以下「申込者」という。）は、広告の掲出を始めよ

うとする日の１箇月前までに飯倉駅市民多目的ホール広告掲出申込書（第１号様式）

に次に掲げる書類を添付して市長に提出しなければならない。 

(1) 掲出しようとする広告案 

(2) 業務内容等を明らかにする書類（会社案内、パンフレット等） 

２　広告の申し込みは、１申込者につき１枚（配布用チラシにあっては、２００枚）

を限度とする。 

 



（広告掲出の決定） 

第７条　市長は、前条第１項の規定による申込書の提出があったときは速やかに掲載

要綱及び掲載基準に基づいて審査を行い、掲出の可否を決定するものとする。 

２　市長は、掲出の可否を決定する場合において、必要と認めるときは、広告内容の

修正等の条件を付するものとする。 

３　申し込みがあった広告が掲示板等に収まらないときは、次に掲げる順位により掲

出の可否を決定するものとし、当該順位も同一にあるものについては、抽選により

決定するものとする。 

(1) 公社、公団、公益法人及びこれらに類する者の広告 

(2) 公共性の高い民間企業等で市内に事業所等を有する者の広告 

(3) 前号に該当しない民間企業等で市内に事業所等を有する者の広告 

(4) 前３号に該当しない者の広告 

４　市長は、第３項の規定により掲出の可否を決定したときは、速やかにその決定の

内容及びこれに条件を付した場合にあってはその条件を飯倉駅市民多目的ホール広

告掲出可否決定通知書（第２号様式）により申込者に通知するものとする。 

（契約の締結） 

第８条　前条第４項の規定により広告掲出の決定通知を受けた者（以下「広告掲出者｣

という。）は､速やかに広告掲出に関する契約を市と締結しなければならない。 

（広告掲出料の納入） 

第９条　広告掲出者は、市の発行する納入通知書により指定の期日までに広告掲出料

を一括して納入しなければならない。 

（広告内容等の変更） 

第 10 条　市長は、広告の掲出に支障があると認めるときは、広告掲出者に対して広告

内容等の変更を求めることができる。 

２　広告掲出者は、広告内容等の変更をしようとするときは、飯倉駅市民多目的ホー

ル内広告掲出内容変更申請書（第３号様式）に変更後の広告案を添付して市長に提

出しなければならない。 

３　市長は、前項の規定による申請書の提出があったときは、速やかに掲載要綱及び

掲載基準に基づいて審査を行い変更の可否を決定し、その決定の内容を飯倉駅市民

多目的ホール内広告掲出内容変更可否決定通知書（第４号様式）により広告掲出者

に通知するものとする。 

（広告掲出の取り消し） 

第 11 条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときには、広告掲出者に対して催告

その他何らかの手続きを行うことなく、広告の掲出を取り消すことができる。 

(1) 指定する期日までに広告掲出料を納入しないとき 



(2) 指定する期日までに掲出する広告を提出しないとき 

(3) 掲出の決定に付された条件に対して広告掲出者が応じないとき 

(4) 偽りその他不正な行為により掲出の決定を受けたとき 

(5) 広告内容等の変更要求に対して広告掲出者が応じないとき 

(6) 社会情勢の変化等により広告の掲出が適切でないと認めるとき 

２　市長は、前項の規定により広告の掲出を取り消したときは、飯倉駅市民多目的ホ

ール広告掲出取消通知書（第５号様式）により、広告掲出者に通知するものとする。 

（広告掲出の取下げ） 

第 12 条　広告掲出者は､自己の都合により広告の掲出を取り下げることができる。 

２　広告掲出者は、前項の規定により広告の掲出を取り下げるときは、書面によりそ

の理由を付して市長へ申し出なければならない。 

（広告掲出料の返還） 

第 13 条　前２条の規定により掲出の取り消し又は取り下げをしたときは、納入済の

広告掲出料は返還しない。 

２　広告掲出者の責めに帰さない事由により広告を掲出することができなくなった

ときは、納入済の広告掲出料を返還する。 

３　前項の規定により返還する広告掲出料は、広告を掲出できなくなった月以後の納

入済月額の総額とし、これに利子は付さないものとする。 

（広告掲出者の責務） 

第 14 条　広告掲出者は、掲出した広告の内容のほか、広告に関する一切の責任を負う

ものとする。 

２　広告掲出者は、広告の内容等が第三者の権利を侵害するものでないこと及び広告

の内容に関する財産権のすべてについて権利処理が完了していることを、市長に対

して保証するものとする。 

３　広告掲出者は、広告の掲出に関する権利を譲渡し、若しくは貸与し、又は担保に

供してはならない。 

４　第三者から広告に関連して損害を被った旨の請求があったときは、広告掲出者の

責任と負担において解決するものとする。 

５　広告掲出者は、市区町村税を完納していなければならない。ただし、国民健康保

険税は除くものとする。 

（費用負担） 

第 15 条　広告の製作に要する費用は、広告掲出者の負担とする。 

２　広告の取り付け及び撤去に要する費用は、市の負担とする。 

３　掲出された広告が消失又は破損したときにおいて、その修復に要する費用は、広

告掲出者の負担とする。ただし、その消失又は破損が市の責めに帰する事由による



場合は、市の負担とする 

（広告の撤去） 

第 16 条　市長は、広告の掲出期間が終了したとき、若しくは第１１条の規定により掲

出の取り消しを行ったとき、又は第１２条の規定により広告掲出者から掲出の取り

下げの申し出を受けたときは、速やかに広告を撤去するものとする。 

２　前項の規定により撤去した広告は、市において処分するものとし、広告掲出者へ

返却しないものとする。 

（広告掲出料の減免） 

第 17 条　市長は、特に必要があると認めるときは、広告掲出料の額を減額し、又は広

告掲出料の納入を免除することができる。 

（その他） 

第 18 条　この要領に定めるもののほか、飯倉駅市民多目的ホールに掲出する広告に

関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

 

附　則 

この要領は、市長決裁の日（平成 22 年 9 月 27 日）から施行する。 

 

 

 

　別表（第３条関係） 

 

 
種類 規格

広告掲出料金 

(１箇月につき)

 ポスター(大) Ｂ０、Ｂ１、Ａ０、Ａ１ ４，０００円

 ポスター(小) Ａ２、Ｂ２、Ｂ３ ３，５００円

 ビラ(掲出用) Ａ３、Ａ４、Ｂ４、Ｂ５ ３，０００円

 チラシ(配布用) Ａ４、Ｂ５（１束・２００枚） ２，０００円


